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（単位：億円）
売上高 経常利益

（単位：億円）
1955年
個人商店
「小島電気商会」
として創業

1991年6月
太陽マークを商標登録

1993年1月
商号を株式会社
コジマに変更

1998年9月
東証一部上場

2008年
全都道府県
に出店

2012年5月
ビックカメラとの
資本業務提携
2012年8月
8月期決算へ変更

1998年～2001年
売上高日本一達成

1989年10月
100店舗となる

1963年
株式会社小島電機を
設立し多店舗展開を
開始

1996年9月
東証二部上場

2001年9月
各地に物流センター
を順次開設

2005年4月
創業50周年

売上高 経常利益

地域密着企業として
新たな取り組みに
挑戦していきます。

グループのシナジー効果を最大限に活用
『くらし応援』に向けて邁進

自社の強みを活かし
新たな成長に向けて前進

2025年創業70周年記念イヤーがスタート

2013年～
復活期

2024年～

挑戦期利益水準低迷
ビックカメラとの資本業務提携契約
を締結へ2002年～

低迷期

各地区への物流センターの設置や自動発注システムの稼働、全国出店の
達成、コジマお客様カードの発行等を行うが業績は伸び悩む。家電エコポ
イント制度やアナログ停波による買い替え特需があったが、リーマンショ
ックの影響が大きく、利益水準が低迷。2012年5月に株式会社ビックカ
メラと資本業務提携契約を締結。店舗のスクラップアンドビルドに着手。

創業から店舗数・売上を伸ばした
発展期1955年～

発展期

創業時よりお客様のニーズに応え、宇都宮でも秋葉原に負けない品揃え
と安さを追求。ご家庭に太陽のように明るさと暖かさをお届けすることを
目指して、ユーザーのニーズを汲み取った商品やサービスを提供し、ロー
ドサイドに積極的な店舗展開を行った。

●現在の「コジ坊」にもつながる
　コジマの太陽マーク
1991年にシンボルマークとして看板にも使用され
ていた「太陽マーク」を商標登録。太陽マークの笑
顔は、いつでもお客様に明るさと暖かさを提供して
いきたいという考えに基づいていた。また1993年3

月期に売上高は1,000億円を達成し、一つの節目を迎えた。

●2008年、全都道府県に出店
2008年3月に島根県松江市に「ＮＥＷ松
江店」をオープンしたことで全国出店を達
成。この時点で230店舗を全国に展開し
たが、1県に1店舗等の展開が多く利益水
準が徐々に低迷。

●東証二部に上場
全国展開に向け1996年に東証二部への上場を
果たし、資金調達の道が確保されたことは大きな
意味があった。だが、これには満足せず早々に一部
への指定替えを目指し、1998年9月に東証一部へ
の上場が実現。

ビックカメラの専門性や取扱商品の強みを活かした新たな商品カテゴリを導入し、コジマ
ならではの提案販売を強化。静岡市や栃木県との包括連携協定の締結など地域密着の
取り組みを推進し、従業員がいきいきと働ける環境を実現するために健康経営に取り組
むなど、社会的な責任を重視した「くらし応援」企業として更なる発展を目指す。

●2013年6月、２社連名の
コジマ×ビックカメラ小倉店を開店
2012年のビックカメラとの資本業務提携契約締結を経て、初と
なる「コジマ×ビックカメラ」の名称を掲げた店舗を開店。ビック
カメラ流の品揃えを意識して取扱商品の種類を増やし、コジマ
で従来弱かったAVC（オーディオ・ビジュアル・コンピューター）
関連の品揃えの充実を図る。

その後2016年にはコジマ×ビックカメラ店が100店舗を達成。2023年11月現在ではアウ
トレット等特殊形態の2店舗を除き全ての店舗が「コジマ×ビックカメラ」の看板を掲げた店
舗となっている。

●栃木県等と包括連携協定を締結
「くらし応援」企業として地域密着を進め、静岡市、栃木県、福島県と包括
連携協定を締結。この他、災害時の支援に関する協定を足利市、流山市
と締結。当社が店舗を構える地域の皆様とより良い関係を構築し、地域
活性化・地域課題の解決に取り組む。

2029202520202015

2013年6月
2社連名の
コジマ×ビックカメラ
小倉店を開店

2016年5月
2社連名の
コジマ×ビックカメラ店が
100店舗となる

2024年2月
埼玉県・埼玉県警察との
「防犯のまちづくりに関する
協定」を締結

2018年6月
コジマ×ビックカメラ 
新座店にお酒の売場を導入

2023年２月
福島県と包括連携協定を締結
2023年2月
流山市と災害時における物資応援協力に関する協定を締結
2023年9月
コジマ×ビックカメラ聖蹟桜ヶ丘駅店オープン
2023年11月
コジマ×ビックカメラ新さっぽろデュオ店オープン

2020年6月
銀行保証付私募債
「新型コロナ対策福島応援債」を発行
2020年8月
栃木県と包括連携協定を締結

（予想）

●店舗ブランド力強化
●人時生産性向上
●成長事業における収益拡大
●資本効率向上

●リーマンショック
リーマン・ブラザーズ・ホールディングスが2008年9月
15日に経営破綻し、世界金融危機が発生。

経営破綻したリーマン・ブラザーズの本社＝ニューヨーク（ロイター
＝共同）

コジマは、「お客様のくらしを『より快適に』『より便利に』『より楽しく』します。くらし応援コジマ」の企業理念の
もとに、地域の皆様から愛され続けるコジマを目指し、当社独自の強みを培ってきました。2022年4月にコジマの
SDGs宣言を公表し、これからも地域の皆様や環境・社会に貢献することで、継続した成長を目指していきます。

価値創造の歴史 ～挑戦し続けるコジマ～

コジマの価値創造
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パーパス： 家電を通じて 笑顔あふれる    明るく暖かいみらいをつくる くらし応援企業であること

社会的課題
外部環境

　 みらい 　       応援店舗
　    環境にも　        人にも優しく、

    くらしのお役に           立つ店舗の実現  

インプット SDGs宣言

リスク/機会
の分析

労働人口の
減少

価値観の
多様化

生活様式の
変化

少子高齢化

地球温暖化

地域格差

循環型社会への
ニーズ

テクノロジーの
進化

アウトカム

・「くらし応援」によ
る強固な顧客基
盤の構築でコジマ
らしさを演出

・より良い顧客サー
ビスの提供による
地域のお客様へ
の快適な店舗購
買体験の提供

・住設商品の販売強
化でのお客様との
つながりの強化と
信頼関係の構築

・株主還元の更な
る充実とデジタル
プラットフォーマ
ーとの新たなビジ
ネス展開

アウトプット

私
た
ち「
く
ら
し
応
援
コ
ジ
マ
」は

家
電
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
応
援
し

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
く
暖
か
い
み
ら
い
を
つ
く
り
ま
す

みらい家電応援
環境や、人に優しい
家電の普及促進

P26参照

リサイクル応援
循環型社会を目指した
資源活用・再利用の推進

P29参照 P30参照

みんなのまち応援
楽しく暮らしやすく活気あふれる

地域社会づくりに貢献

P32参照

こども応援
未来を担う子どもたちの
様々なチャレンジを支援

P33参照

働くなかま応援
 様々なメンバーがいきいきと

働ける環境の整備

P34参照

ビックカメラグループの       シナジー
個社それぞれの強みを活かし、連携を強化することで         グループのシナジー効果を最大化

人的資本
正社員数：2,898名

社会・関係資本
（お客様・お取引先様）
仕入額：192,722百万円

知的資本
（目利き力・商品企画力）

自然資本
太陽光発電導入店舗数：

12店舗

製造資本
店舗数：139店舗
法人事業所数：
12事業所

財務資本
純資産：664億円
営業CF: 131億円

ステーク
ホルダーに
提供する価値

くらし応援    コジマ
お客様のくらしを『より快適に』『より便利に』        『より楽しく』します。

地域に密着し、接客力の向上でより        身近な存在に

2029年目標

売上高
3,150億円
営業利益
90億円

・店舗ブランド力
 強化

・人時生産性向上

・成長事業におけ
 る収益拡大

・資本効率向上

サーキュラーエコノミー型
事業モデルの基盤構築

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
仕
入
れ

店
舗
運
営
・
集
客

販
売

配
送
・
設
置
・
工
事

修
理
・
サ
ポ
ー
ト

買
取
・
リ
ユ
ー
ス

不
用
品
回
収
・
再
資
源
化

2024年

店舗

売上高
2,078億円

EC
売上高
352億円

EC
・非出店エリアへのビジネス展開
・店舗取り置きによる店舗集客

売上高
500億円

購入機会の拡大・客数UP

住設

住設

店舗

・住設の強化
  （店内接客＋お客様宅訪問）

2029年

法人
・出店エリアおよび
  非出店エリアの
  法人営業

売上高
320億円

取引数UP

商品・サービス
開発・仕入れ

お客様
従業員の声

不用品買取・
再資源化 買取・

リユース

修理・
サポート

店舗運営
集客

販売
配送・設置・
工事

法人
売上高
268億円

売上高
87億円

売上高
2,330億円
・接客力向上
・お客様とのつながり
  強化

売上高
180億円

価値創造プロセス
コジマの価値創造
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を教えいただけますか。また、策定にあたってどのような体

制・プロセスを経て決定したのか、その辺りのこだわりに

ついてもご説明ください。サステナビリティに関する取り

組みも掲げていますが、「コジマSDGs宣言」「6つのマテリ

アリティ」との関連性を教えてください。

A 中期経営計画については、今回ビックカメラグ

ループとして10月に発表した中期経営計画の中

に一部コジマ単体に関する内容も盛り込んでいましたが、

株主の皆様をはじめとするステークホルダーの皆様に、よ

り詳細に当社の目指すべき姿をお伝えできるよう、11月

にコジマ単体としての計画を発表しました。計画を策定す

るにあたっては、３つの本部（経営企画本部、営業本部、

総務人事本部）で連携し、様々な議論を行いました。特に

当社はビックカメラグループの中核企業として個社の強

みをより磨く必要がある、そのことがグループの更なる成

長につながるとの認識から、当社の強みは何かという点

を徹底して考え、４つの重点戦略を立案しました。店舗ブ

ランド力強化、人時生産性向上、成長事業における収益

拡大、資本効率向上を掲げており、それぞれの戦略ごとに

KPI、KGIを設定し目標達成を目指してまいります。中期経

営計画最終年度の2029年８月期には売上高3,150億

円、営業利益90億円を達成できるよう、各種取り組みを

進めていきます。

店舗ブランド力の強化について

店舗ブランド力の強化においては、地域密着の強みを

活かすこと、また、コジマブランドの認知度向上が重要で

あると考えています。当社はお客様のお住まいの近くに店

舗を構えており、今後も年間２店舗程度の出店と20店舗

程度のリニューアルのために投資を行い、地域のお客様の

「必要」にお応えしていきます。当社が取り扱う商品の中

でも、特にエアコンは販売台数も多く、定期的なメンテナ

ンスをすることが重要な商品です。今後は従業員がご自

トップから見た決算のレビュー

Q 2024年8月期は、上期に厳しい状況となったも

のの下期に大幅な改善を実現し、売上高、各段

階利益とも2023年8月期を上回る結果となりました。こ

の決算の内容をご自身でどのように評価していますか、外

部環境を含めて総括をお願いします。また、この1年を振

り返り、会社全体として、あるいは組織のリーダーとして、

どのようなことに注力してきましたか。

A 2024年８月期は、上期においては想定以上に需

要の先食いによる買い替えサイクル変化の影響を

受け、売上高が大きく減少しました。しかしながら2023

年8月期の下期より取り組んできた、利益を確保するため

の戦略の推進により、営業利益は概ね計画していた水準

に達することができました。下期においては、スマートフォ

ンやエアコンの好調、テレビ需要の回復などにより売上高

は計画を大きく上回りました。また、接客力を強化して高

付加価値商品の販売へ注力した効果などが表れ、粗利率

は大幅に改善しました。資源高や光熱費の高騰など、当

社の事業を取り巻く厳しい環境の中でも、通期で見ると、

研修センターの活用による従業員の接客力向上や自社

ECサイトの優位性の追求、経費のコントロールなど様々

な面から利益を重視した取り組みを進めることができた

と感じています。特に接客力の向上は大きなテーマとして

掲げていましたが、全ての販売員が高品質な接客を提供

できるよう、知識習得と実践、そしてフォローまでを一貫

して行う体制を整えることができました。今後もこのサイ

クルを継続し、更に教育拠点を拡大し、他社との差別化

を進めていきたいと考えています。

中期経営計画について

Q 中期経営計画をこの時期に策定された狙いや背

景について教えてください。これまでの経営戦略

と比べてどこが違うのか、各重点戦略で特にこだわった点

コジマの価値創造

トップメッセージ

4つの重点戦略を掲げた中期経営計画を策定し、

更なる収益拡大と地域経済の発展に

貢献してまいります

代表取締役社長   

中澤 裕二

コジマ統合報告書2024 コジマ統合報告書20248 9



コジマの価値創造

宅にお伺いしてお客様のお困りごとを解決するくらし応

援便を活用した点検サービスを展開し、よりきめ細かく

お客様のご要望に対応していきたいと思います。店舗戦

略については現在一都三県に約半数の店舗を構えてお

り、この地区での認知度の更なる向上を早急に図り、全

国へと波及をさせていきたいと思います。コジ坊を宣伝

隊長として活用するのはもちろんのこと、頼れる家電量

販店として、家電・住設の身近な買い場として、コジマが

認知されるよう、接客力、商品力に磨きをかけ、個人のお

客様、法人のお客様それぞれのニーズに合わせた対応を

進めていきます。

人時生産性の向上について

人財を取り巻く環境として、今後は人口の減少が更に

進み、人財の確保が一段と厳しくなってくることが想定さ

れます。人時生産性の向上は、今後を見据えると取り組ま

なければならない喫緊の課題と考えています。当社では、

人財は持続した企業成長のために最も重要であると考え

ており、一人ひとりの従業員が自身の持てる力を存分に

発揮し、活躍できる環境の整備を進めています。2024年

の9月からは、正社員の評価制度の見直しを行い、販売や

利益に対する貢献をより重視する制度を導入しました。

お客様との会話のキャッチボールで、お悩みやご要望を

丁寧に引き出し、最適な商品をご提案できる能力を販売

員に身に付けてもらうため、研修センターを活用した従業

員教育も行っており、従業員が自信を持って販売に臨め

る体制も整えています。お客様に対して高品質な接客を

安定してご提供できるよう、家電製品アドバイザーの資格

取得も後押ししており、90％の取得率を目標としていま

す。もちろん販売員が販売に注力できる体制を整えること

も重要であり、電子棚札の導入など、付帯業務を削減す

るための投資は、今後も継続して進めていきます。

また、私自身がCWO※（Chief Wellness Officer）とな

り健康経営の推進にも力を入れています。健康経営優良

法人への認定は2020年より５回連続、ホワイト500には

2回認定されています。従業員の健康を促進するため、主

任職以上の従業員を対象として1日の歩数を競うウォー

キングイベントの開催など、運動習慣の定着に向けた企

画も実施しています。働きやすい職場を実現するために、

店舗や本部の各部署に健康経営推進担当者を設け、定

期的な会議や啓蒙活動を行うなど、従業員がパフォーマ

ンス高く働けるための仕組みづくりも進めています。

当社は、2029年までに、女性正社員比率を22％にする

ことを目標に掲げています。家電量販店というと、やはり

男性の販売員が多いイメージを持たれる方が多く、女性

の定着と活躍は非常に大きなテーマであると考えていま

す。プラチナくるみんプラスの取得や、えるぼし（第２段階）

の取得など、ライフステージに変化があっても継続して働

きやすい環境の整備や、女性の積極的な採用を進めてい

ます。現在は本部の管理職や店長、店長代理などを務め

る女性も増えてきました。今後は更に女性主任向けの研

修の機会を充実させ、管理職を目指して自発的に取り組

んでもらえる土壌をつくっていきたいと考えています。

成長３事業における収益拡大について
今後は既存店での営業と年間２店舗程度の出店を進

めても、横ばいあるいはそれを下回る状況が想定される

中、これまでの営業活動の中から３つの事業を成長の柱

として置き、注力していきます。

住設事業においては2022年に住設事業室から部に

昇格させ、再生エネルギー関連商品や、リフォーム商品を

中心に取り組みを強化してきました。今回これまでの取

り組みを棚卸しし、家電のコジマで住設やリフォームを

取り扱っているという認知度を高め、家電製品同様に身

近にお困りごとをご相談いただける窓口として、店舗をご

利用いただける体制を構築します。各店舗の店長が、住

設商品に関しても理解を深め管理を進めるとともに、店

舗に配属されている住設の専任担当者は、スマートマス

ター等の資格取得を目指し、住設のプロフェッショナルと

してお客様に最適なご提案ができる体制を整えます。店

舗の販売員は、住設商品も家電の一部門の商品として

接客できるよう、基本的知識の習得や、通常の接客の際

に住設関連でお困りごとがないかのお声掛けを進めるな

ど、お住まいのそばで店舗を構えている当社の強みを活

かして事業の拡大を目指していきます。

ＥＣ事業においては、自社ECサイトと店舗のオンライン

とオフラインの融合を強化し、自社ECサイトでの支払い

や店舗での商品の取り置きなどの使い勝手の向上を目指

します。また、ECのプラットフォームを活用した展示品の

販売や、新規分野のサービスの開発などを進め、取り扱

い商品の幅を広げていきます。

法人事業においては、法人

事業所と店舗での営業活動の

２本の柱で、様々な法人需要

の獲得を目指します。当社の

店舗がない主要都市に新たに

事業所を開設し、事業の拡大

を進めていきます。また店舗法

人については、商圏が被ってい

る店舗の法人窓口を一本化す

るなどし、より濃やかな対応を

行いつつも効率的な運用がで

きる体制を構築します。法人

営業においても店舗でのお客

様対応同様に、一人ひとりの

担当者とお客様との信頼関係の構築が最も重要となりま

す。お客様のご要望をしっかりとお聞きし、最適な提案を

行える従業員の育成にも努めていきます。

中期経営計画の基本方針には「店舗網・商品力・人財

力を活かしたお客様とのつながりの強化」、「成長事業の

更なる加速と新たな事業の開発」、「サステナビリティ経

営の推進による環境・社会とのより良い関係の構築およ

びガバナンスの強化」を掲げており、コジマのSDGs宣言

や６つのマテリアリティともつながるものとなっています。

企業価値の向上を目指すためには、当社の事業と社会

や環境との関係をどのようにお互いにとって良いものとし

ていくか、その中において当社が提供する商品やサービス

がお客様の生活を豊かで快適なものにしつつ、環境への

配慮にもつながるものをご提案する。社会からの要請が

高い内容は何か、それに対し当社ができる貢献が何かを

様々な視点を取り入れて考え、当社の事業の発展にもつ

ながるような取り組みを、この先も様々な変化に対応しな

がら行っていきたいと考えています。

※ CWO（Chief Wellness Officer）：『最高健康責任者』を意味しており、福利厚生だけで
なく、企業経営の視点から、従業員の健康を保持・増進するポジションにあたります。
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コジマの価値創造

ビックカメラグループとの連携について

Q ビックカメラグループとの連携をどのように進め

ていくのか、具体的な取り組みや目標を教えてく

ださい。また、グループ内における貴社ならではの特長と

グループでの位置づけ、その特長を発揮するための強み

と、今後のありたい姿はどのようなところにあるとお考え

でしょうか。

A 先にも申し上げたとおり、お客様のお住まいのそ

ばに店舗を構え、地域密着の強みを活かし、店舗

を拠点とした、地域に根差した各種サービスを提供して

いきたいと思います。ビックカメラグループの企業として

は、お勤め先のそばでビックカメラを利用していただき、お

住まいのそばでコジマを利用していただくなど、相互利用

のシーンが想定できると思います。また、ソフマップについ

ては現在拡大を予定している中古スマートフォンの販売

でリソースを活用するなど、様々な購入のスタイルに対応

する上で大きな強みとなっています。都市型と郊外型、そ

してデジタルや中古品に強みを持つ各社がグループ内に

あるという利点を活かしつつ、当社は地域密着を切り口

に取り組みの強化を考えています。地域の特徴に合った

品揃えや、点検サービス、リフォームの提案の他、店舗を

構える自治体との連携や地域防犯に対する取り組みを当

社の取扱商品やサービスなども絡めてご提案するなど、

お客様をはじめ地域社会の皆様にも喜んでいただける内

容を強化していきたいと考えています。

今後の見通し

Q 今後も引き続き厳しい競争環境が続くと想定さ

れますが、中期経営計画で掲げた重点戦略をど

のように進めていくお考えでしょうか。更に2029年8月期

のゴールに向けてリスクをどのように認識し、どのような

対策をとられていますか。また、現在の3つの販売チャネル

（店舗・法人・EC）が中計を踏まえ、どう展開するのかを

お聞かせください。

A 資源高や物価高、そして人口の減少や高齢化な

ど、当社の事業を取り巻く環境は厳しい状況が続

いていくと考えています。既存の店舗における売上向上・

利益確保のための接客力強化に引き続き取り組んでい

きます。成長３事業については先ほど申し上げたとおり、

2025年８月期は中期経営計画の１年目となりますので、

まずは目標に向かってスタートを切り、各事業についての

進捗状況を確認し、てこ入れが必要であれば速やかに対

策を行い、業績目標の達成に向け全社で取り組みを進め

ていきます。

ステークホルダーの皆様へのメッセージ

Q 中期経営計画の実現に向けて従業員に期待する

こと、特に次代の成長を担う若い人たちに期待す

るのはどのようなことでしょうか。また、投資家をはじめと

したステークホルダーの皆様や地域の皆様に向けた力強

いメッセージをお願いします。

A 従業員に対しては、皆がしっかりと目標を持って

仕事に取り組んでもらいたいと思っています。一

人ひとりの従業員の成長が会社全体の成長につながって

いきます。同じ会社のメンバーとして切磋琢磨し、ともに

頑張ること。そして、仕事のみではなく、ワークライフバラ

ンスを重視して充実した日々を送って欲しいと思います。

当社は業績が低迷していた際に新規採用ができなかった

時期もあり、従業員の平均年齢が徐々に高くなってきて

います。ベテランの従業員には健康で長く勤めてもらえる

よう、健康診断の内容の充実や、運動習慣の定着に向け

たウォーキングイベントの実施、また、定年再雇用制度で

は、役割や実績による評価の導入など、モチベーションを

維持して働ける仕組みを導入しています。そして、若手の

従業員については、早く責任ある立場で活躍してもらえる

よう、若手幹部候補育成のための「トップガンプロジェク

ト」というものをを立ち上げています。自ら考え行動し、実

践する力をどんどん身に付けて様々なことにチャレンジし

て欲しいと思っています。2025年４月に迎える創業70周

年を機に、従業員持ち株会に入会し毎月一定額を拠出を

している従業員に対し、特別奨励金として70株を付与し

ます。従業員一人ひとりが株主・投資家の視点を持ち、経

営への参画意識を高め、エンゲージメントの向上にもつ

ながればと考えています。

これまでの当社の歴史を振り返ってみますと、店舗数や

売上が拡大し、業績が大きく伸長した時期もあれば、利益

水準が低迷し、ビックカメラとの資本業務提携に至った時

期もありました。そして現在は「くらし応援」を掲げ、グルー

プのシナジー効果を最大限に活用して様々な活動に邁進

しています。「家電を通じて 笑顔あふれる 明るく暖かいみ

らいを作る くらし応援企業であること」のパーパスは創業

時から現在、そしてみらいへとつながる、当社が目指すべ

き姿です。この先当社を取り巻く環境は非常に厳しく、変

化も激しいことが想定されますが、引き続き一人ひとりが

主体性を持って行動し、持続した企業成長を目指してい

きます。新たな一歩となる創業70周年に向け、皆様に笑

顔になっていただけるような様々な企画を考えていますの

で、是非楽しみにしていただければと思います。引き続き

皆様に親しまれ、愛される企業として、ステークホルダー

の皆様とともに歩んでまいりたいと思います。これからもコ

ジマをどうぞよろしくお願いいたします。
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